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一般に呉東・呉西・五箇山という 3 区画に分けられる。 
 下野 (1983)が、富山方言は、全体的に県内の地域差はそれほど大きくはないと述べてい
ること、小西 (2004)が、五箇山には県内の他地域にない独特の方言が見られると述べてい
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表 1: 小西 (2005)をもとにまとめた富山方言の「チャ」の用法 
分類 下位分類 例文 意味 
①  (1) アンタモ行クチャ 思ワンダ。    (あなたも行くとは思わなかった。) 対比 
言葉を再現し
て提示する 
(2) A: チョット 田中サントコ 行ッテクッチャ。 
   (ちょっと田中さんのところに行ってくるよ。) 
  B: 田中サンチャ 誰ケ。 






(3) 田中サンチャ 意外ニ マジメダネー。 
   (田中さん｛って／という人は｝意外にまじめだね。) 主題提示 
一時的な状態
を表す 
(4) 太郎チャ 今 アソコデ 働イトンガダト。 
   (太郎って今あそこで働いているんだって。)  
指示語を前接
語とする 
(5) アレチャ 何ダロカネー。 
   (あれって何だろうか？)  





(6) 北海道ニチャ 行ッタコトアル？ 
   (北海道には行ったことある？) 
(7) ソノアトチャ ナラ ドイ シゴト アシクラデチャ 
 シトラレタ。 









(9) ??今日雨降ルチャ ユータ。 








(11) *焼肉食イ放題チャ アンネカ？ 





以下の 3 つを挙げている。 
  富山方言における主題を表す助詞としての「チャ」の用法 
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A. 引用の「と」単独に対応する場合 
 
(9) ??今日雨降ルチャ ユータ。 





















(11) *焼肉食イ放題チャ アンネカ？ 
   (焼肉食い放題ってあるじゃない？) 
(11’) コノ辺ニ 焼肉食イ放題チャ アル？ 
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2. 研究目的と方法 
 今回筆者が行った研究は、以下の 2 点を目的としたものである。 
 
  (ⅰ) 小西 (2005)で述べられていることの確認 
  (ⅱ) 小西 (2005)で述べられていない用法の調査 
 
 今回の研究では、以上の 2 点を調査するためのアンケートを作成し、富山方言話者に回
答してもらうという方法で調査を行った。コンサルタントは発表者の親類・知人を中心に、





























l.  存在についての確認要求を行う用法 
  富山方言における主題を表す助詞としての「チャ」の用法 






r.  相手が持ち出した話題を主題として情報を与える場合の「なら」 
s. 「～なら○○だ(例:「男なら根性だ。」)」の「なら」 
t.  一般論を表す文章 
 
3. 調査結果と考察 

































が直接付く場合、l. 存在についての確認要求を行う用法の 4 項目については、富山方言の 
高瀬 衣庸 
 
- 130 - 
 
















 a. 共通語の〈引用の助詞「と」＋提題の助詞「は」〉に対応する用法、b. 共通語の「と
は」、「って」にほぼ対応する用法―言葉を再現して提示する用法、d. 一時的な状態を表す










3.2. 小西 (2005)で述べられていないことについての分析 
以下に、小西 (2005)で述べられていないことについての項目の調査結果をグラフで示す。
グラフは共通語の「は」について調査を行った項目と共通語の「なら」について調査を行
った項目の 2 つに分けて示す。なお、グラフの並べ方は 3.1. に準ずる。
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図 2: 共通語の「は」についての調査結果   図 3: 共通語の「なら」についての調査結果 
 
3.2.1. 共通語の「は」 
 共通語の「は」について調査を行った 5 項目のうち、t. 一般論を表す文章は、富山方言
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4. まとめと今後の課題 
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